
　　　　

R.7 年 2 月 7 日

10 時 15 分から 19 時 15 分まで 9 時 0 分から 18 時 0 分まで

8 時 45 分から 17 時 45 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・流しそうめん(夏まつり)、クリスマス会、節分、ひな祭り等、季節に応じた活動。

家族支援

・家族(兄弟を含む)からの相談に対する相談援助
・レスパイトや就労等の預かり、ニーズに対応するための支援 移行支援

具体的な移行、又は将来的な移行を見据えて支援目標や支援内容を設定し
ての本人への発達支援

地域支援・地域連携

･子どもが通う保育所等や学校等との情報連携や調整等の取組み
･地域住民との交流・トライやるウィーク 職員の質の向上

事業所内研修、外部研修の派遣など
職員同士の連携

支　援　内　容

毎回体温測定・心身の状態の把握・生活リズムの形成・基本的生活スキルの獲得
SST、ABA、ポーテージなどによる身体的、精神的、社会的訓練

体操・軽い運動・サーキット運動・音楽に合わせて身体を動かす遊びや運動(リズムトレーニング等)
姿勢と運動・動作の基本的技術の向上

本
人
支
援

日付・天気の把握と確認、粘土・スライムによる物質の変化と感覚の認知形成、ブロック遊びによる空間把握、
小集団でのゲームでの適切な行動形成、季節の変化や興味などの感性形成のための外出・行動

個別または小集団での障害の特性に応じた読み書き、言語の受容と表出、ルールなどを絵や絵カードを使って視覚化
コミュニケーションの基礎的学力の向上

他者との関わりの形成、ルールの理解が必要な遊びや集団活動、見立て遊び・ごっこ遊び等遊びを通じた社会性の発達
仲間づくりと集団への参加、イベントなどを通じた地域との交流

支援方針

・一人ひとりの子どもをかけがえのない存在として大切にし、生きる喜びと力を育むことを基本として、その健やかな育ちを支えます。
・日々の支援の活動を通して、子どものニーズを受け止め、子どもの立場に立って考えるとともに、保護者のニーズも受け止め、それを代弁としていくことも重要な役割と考え行動します。
・一人ひとりの守秘義務を遵守し、プライバシーの保護に努め、個人情報や他機関と共有する場合は適切な判断のもとに行います。
・研修や自己研鑽を通して、常に自らの人間性と専門性の向上に努め、専門職としての責務を果たします。

営業時間
(児童発達支援)

送迎実施の有無

営業時間放
(放課後等デイサービス・平日)

営業時間
(放課後等デイサービス・土祝)

法人（事業所）理念

感謝･･･互いに感謝の気持ちを忘れずに
誠実･･･常に誠実に物事に向き合い
懸命･･･懸命に物事に取り組んで喜びを得る

事業所名 co・co・ai 作成日支援プログラム


